業績目録（小野寺淑行） by 東北大学史料館
業績目録（小野寺淑行）
著者 東北大学史料館
号 1118
発行年 2010-03
URL http://hdl.handle.net/10097/00065935
平成22年3 剣
束北大学史料館
(茗作目録第 H18 号)
H録丁教授業
?← ??
学生 午 ナ 1 日
本 篇 地
1 1 俄 名
所 属
歴
1 9 6 9 年 3  j ]
1 9 7 1 年 3  刀
1 9 7 5 年 3  村
郡
小 野 寺 淑 行 教 授 略 歴
i j
. J -
職
1 9 4 7 ' ト  2  刀  2 3  Π 生
宮 城 県
教 授
教 育 学 研 究 科
歴
1 9 7 5 イ r  4 1 1
1 9 7 6 イ 1 '  4  ナ 1
1 9 7 2 イ F  4 月
1 9 8 7 4 1 二  3  j ]
東 北 人 学 教 育 学 剖 墾 湃 那 教 育 心 N ツ 科 卒 業
東 北 大 学 大 学 院 教 力 学 研 究 科 教 育 心 理 学 専 攻 修 士 課 程 修 f
東 北 大 学 火 学 院 教 育 半 研 究 科 教 育 心 理 学 当 攻 " 士 , 県 程 単 位 取 得 退 学
日 水 学 術 振 興 会 奨 励 研 究 貝
熊 本 大 学 創 矼 抑 教 含 学 部
熊 本 人 ツ 助 教 授 教 育 学 部
文 部 省 在 外 研 究 H と し て 外 正 Ⅲ 拂 そ ( カ リ フ ォ ル ニ ア 火 半 サ ン タ バ ー バ ラ 校 ほ か )
( 同 年 1 2 1 ほ で )
千 葉 大 学 助 教 授 教 育 学 部 剛 属 教 ☆ 災 践 研 究 指 導 セ ン タ ー
千 菓 大 学 教 授 教 台 学 部 附 属 教 育 実 践 総 合 セ ン タ ー
東 北 大 学 教 授 教 育 学 部 に 併 任 ( 2 0 0 Ⅲ F 9 打 ま て )
東 北 大 学 教 授 大 学 院 教 介 学 研 究 科
東 北 大 学 を 定 年 退 職
] 9 9 0 作  1 0 村
1 9 9 部 下  d  j ]
1 9 9 9 イ 1 Ξ 1 0 月
2 0 0 0 年 1 0 打
2 0 1 0 イ 1 ' . 3 1 1
位
1 9 7 1 午  3  ナ 」
1 9 9 5 年 3  打
教 育 学 修 士
博 十 ( 教 育 学 )
叫 i 北 大 半 )
、
?
学会等における活動
(所属学会等)
日本心理学会,日木教育心理学会,
(上な学会活動)
日本教育心理学会「教育心理学研究」縮集委員 a993午~]9鮖午,2004年~2006年)
Π本教授学習心理学会「赦授学習心理学研究」細架委貝(20備年~2007年)
Π本教授学習心゛E学会理事(2007年~2010匂り
日本教育心理学会優秀論文賞述考委員(200部杓
日本教授学習心理学会第5回午会準備委員長(2009年)
社会における主な活動
放送大学客貝教授(J"旨勤)(2002年4月~20山午3月)
宮城県府護教員養成誥習会識師(2001年度,2002年度,20船年度,20俳年度)
「東北大学体験講座」開誠(科研些補助による)(2001年度,2002年度,2003年度)
宮城県宮城野高等学校進路講淡会「学問の世界」講師(20鴨年5jD
平成15年度本吉地区小・中学校校長会佃修会詠勤市(2003年1リD
宮城↓1財山台第一高等学校通信課程研究開発運営指導委n (2004年4打~2007年3月)
東北大学教育学部教育指導者誥座(2005年座,2006年度,2007年度)
特色ある大学教育支援プログラム東北大学シソポジウム「大学における『学びの転換』とは何
か」講師(2007年Ⅱ刀)
宮城県教育研修セソター平成21年度高等学校校内研究・研修担当者価修会講師(2009年7月)
丹本窕注心理学会,日本教授学習心理学会
大学における主な活動
(全学委員会活則バ村
教職課程委員会委員(2001年4 打~2002仟.3月)
教吉実習運営委貝会委員(2001年4 打~20呪年3月)
火学入試センター試験実施本部部員(2001年度)
資料館運営委員会委員(2001年4月~2002年3 打)
新入生歓迎会指遵教官会議委員(2001年度)
学生生活協議会委員(2002年4月~2004年3 打)
入試企画・広桜委員会委貝(2005年4 河~20岬年3 河)
全学同窓会'非議員(2007"、4月~2007年91D
全学同窓会幹弓i(2007年4月~2007年9 打)
東北火学校友会代議員(2船79年10月~2010年3月)
(教育学研究科・学部内委員会活動等)
学務委員会委員長(200]年4月~2002年3月)
教育実習委員会委員長(2001年4月~2002午3月)
入学者選抜委員会委貝(2001年4 打~2002年3月)
予算委員会委員(2004手4月~20備年3jD
総務委員会委員(2005年4月~2006年3月)
入試検討委員会委貝(2005年4 乃~2007年3 刀)
入試検討委員会委員長(2007年4月~2009年3 ")
入 学 者 送 抜 委 員 会 委 貝 ( 2 0 0 7 年 4  打 ~ 2 0 四 什 ・ 3 ナ D
入 試 実 施 委 員 会 委 員 ( 2 0 0 7 守  4  河 ~ 2 0 0 9 年 3 月 )
図 1 1 1 委 員 会 委 員 ( 2 0 0 9 年 4  打 ~ 2 0 ] 0 年 3 月 )
ハ ラ ス メ ソ ト 防 止 委 a 会 委 員 ( 2 0 0 9 年 4 月 ~ 2 0 1 0 年 3 1 D
1.著書.編書
1.授業に学び授業を創る教育心理学(分担執筆)
宇野忍編・著 20備年3月,中央法規出版
小野寺淑行「学習の諸問題」(29-60頁を執筆)
2.心理学者教科教育を語る(分担執筆)
新しい教育心理学者の会著 19鮖午3月,北大路書房
小野寺淑行「生活科への期待と学校・教師の仕小」 a48-157頁を執筆)
3.テキスト教育心理学要説」(分担執筆)
寺田晃・斉藤耕二編・著 19鮖年5月,八千代出版
小野q"叔行「教育心理学の研究力法」(23-34頁を執筆)
4.いじめられた知識からのメッセージ(分担執き伺
授業を考える教育心理学岩の会著 1999年9月,北大路書房
小野寺淑行「ゲーム・クイズが切り札なのか一現実世界のしくみ・ルール
に楽しく迫る学習活動を求めてーj a02一Ⅱ9頁を執筆)
5.教員養成のためのテキストシリーズ3 学習指遵の方法と技術(分担執筆)
西林克彦・三浦香苗・近喋邦夫・村瀬嘉代f編 2000年3月,新曜社
小野寺淑行「学習のオープンエンド性」(20-30頁を秋筆)
6.人問の発達と学習」(分担執筆)
玉川大学通信教育剖蒔易 20侃年6月,玉川火学出版会
小野寺淑行「学校における行動面での学習」 a69一玲2頁を捌゛伺
フ.心理学マニュアル要因計画法(分担執筆)
後藤宗理・大野木裕明・小澤潤編・著 20船年3月,北大路書房
小野寺淑打要因計画法の実際:教科教育学価究領域 a42-149頁を執筆)
8.大学における「学びの転換」とは何か(分担執鮮今
束北大学高等教育開発推進センター編 2008年3月,東北大学出版会
小野寺淑行「火学における『学習の転換』とは何か一大学段階での学習観
の転換一」(5 -16頁を執筆)
績 目 録
Ⅱ. 調査報告書(科何贅蝦告書等)
1.平成13-15年度科学研究費補助金(基盤研究(B))研究成果報告書(課題番
号13410030)(研究代表者鈴木敏明):高大連携システム構築のための基礎研究
・一上として商校生向け大学体験講座を対象にー(分担執筆)
鈴木敏明編・著 20叫年3村
小野寺淑行「教育学部体験講座総括」 a-8-1~1-8-4を執筆)
?
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平 成 1 5 - 1 6 年 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 基 盤 研 究 ( C ) ( 2 ) ) 研 究 成 果 報 告 忠 ( 課 題
番 号 1 5 5 3 0 4 1 7 ) ( 研 究 代 表 者 小 野 寺 淑 行 ) : 大 学 生 の 文 字 式 に 関 す る 理 解 . 技 能
水 準 の 把 握 と 補 習 教 材 の 開 発
小 野 寺 淑 行  2 0 備 年 3 月
平 成 1 9 - 2 0 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 基 盤 研 究 ( C ) ) 研 究 成 果 報 告 轡 ( 課 題 番
号 1 9 5 3 0 5 7 6 ) ( 研 究 代 表 老 小 野 寺 淑 行 ) : 中 学 生 ・ 高 校 生 の 文 字 式 に 関 す る 知 識
構 造 の 解 析 と 文 字 式 初 習 ・ 補 習 教 材 の 開 発
小 野 寺 淑 行  2 0 0 9 年 5 月
3
Ⅲ . 研 究 論 文
け 専 士 論 文 )
1 . 系 列 化 行 動 の 促 進 に 関 す る 教 育 心 理 学 的 研 究 ( 未 公 刑 D
小 野 寺 淑 行 東 北 大 学  a 9 鮖 年 3 月 )
( 学 術 雑 誌 . 研 究 誌 掲 載 論 文 )
1 . 重 文 の 理 解 に 及 ぼ す 文 脈 的 手 が か り の 効 果
小 野 寺 淑 行 教 育 心 理 学 研 究 , 第 2 2 巻 , 第  3 号 , 1 4 4 - 1 5 3 頁  a 9 7 4 年 9 月 )
2 . 重 文 の 理 解 に 関 す る 一 実 験
小 野 寺 淑 行 熊 本 大 学 教 育 学 瑚 絲 己 要 , 第 2 6 号 , 人 文 科 学 , 3 2 1 - 3 2 8 頁  a 9 7 フ
年 9 月 )
3 . 関 係 推 理 に お け る 前 提 内 構 造 の 役 割
小 野 寺 淑 行 熊 本 大 学 教 育 学 部 紀 要 , 第 2 7 号 , 人 文 科 学 , 2 6 1 - 2 7 1 頁  a 9 7 8
年 9 月 )
4 . 系 列 推 理 に お け る 前 提 内 構 造 の 役 割 : 否 定 的 同 等 榊 文 に よ っ て 表 現 さ れ た 前 提
の 処 理
小 野 寺 淑 行 熊 本 大 学 教 育 学 剖 絲 己 要 , 第 2 8 号 , 人 文 科 学 , 2 5 1 - 2 腿 頁  a 9 7 9
年 9 月 )
5 . 系 列 推 理 に お け る 前 提 の 変 換 過 程
小 野 寺 淑 行 熊 木 大 学 教 育 学 部 紀 要 , 第 2 9 号 , 人 文 科 学 , 2 8 5 - 2 9 6 頁  a 9 8 0
年 9 月 )
6 . 送 り 仮 名 の 十 N ナ 方 の 誤 り に み ら れ る 音 節 数 ス ト ラ テ ジ ー ( 共 著 )
小 野 寺 淑 行 . 中 村 元 子 熊 本 大 学 教 育 学 部 紀 要 , 第 3 0 号 , 人 文 科 学 , 2 8 5 -
2 9 6 頁  a 9 8 1 年 9 月 )
フ . 幼 児 の 2 重 系 列 化 課 題 に お け る 遂 行 に 及 ぼ す 対 象 配 列 の 有 意 味 化 の 効 果
小 野 寺 淑 行 教 育 心 理 学 研 究 , 第 2 9 巻 , 第 4 号 , 3 1 4 - 3 2 2 頁 ( 1 9 8 1 年 1 2 月 )
8 幼児による容器様対象の系列化
小野寺淑行熊本大学教育学部紀要,第32号,人文科学,171-184頁 a983
年9月)
日本語受身文の佶緒的意味
小野寺淑行熊本大学教育学部紀要,第33号,人文科学,239-254頁 a984
年9月)
幼児の2重系列化に及ぼす方略有意味化の効果
小野寺淑行教育心理学研究,第33巻,第2号,165-170頁 a985年6月)
系列推理のための2前提としての疑似分裂文の有効性について
小野寺淑行熊本大学教育学部紀要,第34号,人文科学,275-285貞(1985
年9月)
幼児の個数差判断を援助する試み:減法の学習を展望しながら
小野寺淑行熊本大学教育学部附属教育工学センター紀要,第3号,33-43
頁(1986年2月)
日本語重文の理解における接続助詞の役割
小野寺淑行熊本火学教育学部紀要,第35号,人文科学,287-294頁 a986
年9月)
制限的乗法観が算数文章題の解決に及ぼす妨害的効果
小野寺淑行熊本大学教育学部紀要,第37号,人文科学,353-365頁 a988
年9月)
科学的思考を促す歴史教材の開発一教材、「士器を作った人々」の構成と実践・ー・
(共著)
知久馬義朗・小野寺淑行・岩崎哲郎束北教育心理学研究,第3巻,1-14頁
a989年9月)
小学生における三角形の「高さ」槻念の形成
小野寺淑行熊本大学教育学剖絲己要,第38号,人文科学,235-249頁a989年)
公共事業の観点から「ゴミの処理」を捉えさせる教材の開発(共著)
知久馬義朗・小野寺淑行熊本大学教育学部紀要,第38号,人文科学,285-
294 頁 a989年9月)
E丘ed of dearly marked given-new infotmation on transitive inference
Onodera, Toshiyuki The Memoirs ofthe Faculty of Education, Kumamoto
Unive玲ity, no.39: The Humanities, PP.255-270. a990年9月)
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小野寺淑行児童心理学の進歩1990年版(通巻24号),金子書房,81-107頁
(1990年6月)
念・知識 ?
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小 学 生 に お け る 角 度 概 念 の 形 成 一 再 学 習 の 効 果 一 ( 共 著 )
小 野 寺 淑 行 ・ 砥 綿 直 子 千 葉 大 学 教 育 学 部 研 究 紀 要 , 第 如 巻 , 第 1 部 , 3 0 9
- 3 2 3 頁  a 9 兜 年 2 月 )
テ キ ス ト 「 低 地 の 利 用 」 の 構 成 と 実 践 一 科 学 的 思 考 を 促 す テ キ ス ト の 開 発 一
( 共 著 )
知 久 馬 義 朗 . 小 野 寺 淑 行 東 北 教 育 心 理 学 研 究 , 第 5 巻 , 1 5 - 3 3 頁  a 9 兜 年
3 月 )
子 ど も の 素 朴 概 念 に 対 す る 反 証 実 験 の 有 効 性
小 野 寺 淑 行 千 葉 大 学 教 育 学 部 研 究 紀 要 , 第 4 2 巻 , 第  1 部 , 2 9 9 - 3 1 0 頁 ( 1 9 9 4
年 2 月 )
多 面 的 に 思 老 す る 力 は ど う す れ ば 身 に つ く か
小 野 寺 淑 行 児 童 心 理 , 第 4 8 巻 , 第 4 ・ 号 , 金 子 書 房 , Ⅱ 7 - 1 2 9 頁  a 9 9 4 年 3 月 )
割 合 文 章 題 の 解 決 に お け る 佶 報 処 理 の 諸 相 ( D  一 小 学 生 に お け る 実 態 と 指
導 の あ り 方 を め ぐ っ て ー
小 野 寺 淑 行 千 葉 大 学 教 育 実 践 研 究 , 第 1 号 , 8 5 - 9 7 頁  a 9 9 4 年 3 月 )
幼 児 に よ る 対 象 の 二 次 元 的 系 列 化 に 及 ぼ す 司 噛 東 の 効 果 一 特 に 「 転 換 課 題 」 の
解 決 に 対 す る 効 果 を め ぐ っ て ー
小 野 寺 淑 行 千 葉 大 学 教 育 学 部 研 究 紀 要 , 第 4 3 巻 , 1 : 教 育 科 学 編 , 1 7 フ ー
1 8 7 頁  a 9 9 5 年 2 月 )
割 合 文 章 題 の 解 決 に お け る 情 報 処 理 の 諸 相 ( Π ) 一 卒 業 後 に お け る 問 題 理 解 .
解 決 方 略 の 実 態 一
小 野 寺 淑 行 千 葉 大 学 教 育 実 践 研 究 , 第 2 ' 号 , 1 4 1 - 1 5 3 頁 .  a 9 9 5 年 3 月 )
引 き 算 学 習 の 基 礎 と し て の 幼 児 期 に お け る 「 差 」 概 念 一 差 を 問 う 異 な る 質 問
文 へ の 反 応 を 手 が か り と し な が ら ー
小 野 寺 淑 行 千 葉 大 学 教 育 学 部 研 究 紀 要 , 第 4 巻 , 1 : 教 育 科 学 編 , 2 Ⅱ 一
2 2 2 頁  a 9 9 6 年 2 月 )
割 合 に 関 す る 文 章 題 の 解 決 に お け る 恬 報 処 理 の 諸 相 ( Ⅲ ) 一 目 標 充 足 型 問 題
の 場 合 一
小 野 寺 淑 行 千 葉 大 学 教 育 実 践 研 究 , 第 3 号 , 1 3 1 - 1 4 0 頁  a 9 9 6 年 3 打 )
成 功 事 例 か ら の 類 推 に よ る 問 題 解 決
小 野 寺 淑 行 千 葉 大 学 教 育 学 部 研 究 紀 要 , 第 4 5 巻 , 1 : 教 育 科 学 編 , 1 5 3 -
1 6 0 頁 ( 1 9 9 7 年 2 月 )
教 育 学 部 学 生 が 抱 く 「 教 師 の 力 量 」 「 授 業 」 観 一 教 職 志 望 度 と の 関 連 一
小 野 寺 淑 行 千 葉 大 学 教 育 実 践 研 究 , 第 4 号 , 1 8 9 - 2 0 2 頁  a 9 9 7 年 3 月 )
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31 自ら判断する力を培う問題解決学習
小野寺淑行児童心理,第51巻,第Ⅱ号,金子書房,81-85頁 a997年6河)
教授・学習研究の動向と今後の課題一援助的二ーズに応える途を探る
小野寺淑行教育心理学年報,第36集,Ⅱ2-118頁 a998年3月)
映像教材からの学習に及ぼす先行授業の効果
小野寺淑行千葉大学教育学部研究紀要,第46巻,1:教育科学編,201-
210頁 a998年2月)
教育実習生の「教師の力鳧」「授業」観
小野寺淑行千葉大学教肖実践研究,第5号,117-129頁 a998年3月)
割合文章題の解決における情蛾処理の諸相(Ⅳ)一問題文中の関係表現が及
ぼす影糾・ー
小野寺淑行千葉大学教育実践研究,第6号,71-80頁 a999年3月)
日常生活の中での「パーセント・倍」の使用一割合の表現法にっいての成人
による評定一
小野寺淑行千葉大学教育学部研究紀要,1:教育科学編,48巻,231-241
頁(200年2月)
「総合的な学習」の時問における学習テーマの設定一千葉大学教育学部附属小.
中学校での環境教育の場合一(共著)
梅澤真一・大野喜弘・小野寺淑行・末永昇一・末永幹夫・竹内裕・ー.鶴岡義
彦・中村大地・西村安正・望月博次千葉大学教育実践研究,第7巻,99-
U6頁(2000年3月)
初歩的代数問題での誤りにみる大学生の文字式理解(D 一課題条件による
誤りの増減を手がかりとしてー
小野寺淑行東北大学大学院教育学研究科研究年報第54集,第1号,255
-269頁(20妬年12月)
初歩的代数問題での誤りにみる大学生の文字式理解(Ⅱ)一誤りの感知とそ
れへの対応を手がかりとしてー
小野寺淑行東北大学大学院教育学研究科研究年報第54集,第2号,291
-299頁(2006年6月)
初歩的代数問題での誤りにみる大学生の文字式理解(Ⅲ)一誤りに気づかな
いのはなぜか?
小野寺淑行東北大学大学院教育学研究科研究年報第55集,第1号,233
-242頁,(2006年12河)
科学教育
小野寺淑行児童心理学の進歩,2004年版(V01.43),金子書房,81-107頁
(2004年6月)
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初 歩 的 代 数 問 題 で の 誤 り に み る 大 学 刈 二 の 文 字 式 罪 解 ( Ⅳ ) 一 総 括 的 分 析 か ら
の 示 唆 一
小 野 寺 淑 行 東 北 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 研 究 年 報 第 5 6 集 , 第 1 号 , 2 0 1
- 2 1 4 頁 ( 2 0 0 7 年 1 2 月 )
高 校 生 に お け る 文 字 式 表 現 の 誤 り と そ の 修 正 の 試 み
小 野 寺 淑 行 東 北 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 研 究 年 報 第 5 7 集 , 第 1 号 , 1 5 3
- 1 6 6 頁 ( 2 0 0 8 年 1 2 月 )
類 題 の 解 法 に っ い て の 認 知 が ・ 一 般 性 を 欠 く 文 字 式 使 用 の 修 正 に 及 ぼ す 効 果
高 校 生 の 場 合 一
小 野 寺 淑 行 東 北 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 研 究 年 報 第 5 8 集 , 第 1 号 , 9 1 -
1 0 7 頁 ( 2 0 0 9 年 1 2 月 )
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口 頭 発 表 ( 学 会 報 告 な ど )
1 . 重 文 に お け る 文 脈 利 用 に 関 す る 実 験 的 研 究
小 野 寺 淑 行  H 本 心 理 学 会 第 3 7 回 大 会 発 表 論 文 集 , 3 3 8 - 3 3 9 頁 ( 1 9 7 3 年 9 打 )
2 . 小 学 生 に お け る 3 部 分 重 文 の 枇 成
小 野 寺 淑 行 日 本 教 育 心 理 学 会 第 巧 回 総 会 発 表 論 文 集 , 3 別 一 3 8 5 頁  a 9 7 3 午
1 0 打 )
3 . 重 文 の 理 解 に お け る 表 述 形 式 と 接 続 形 式 の 役 割
小 野 寺 淑 行 日 本 教 育 心 理 学 会 第 1 6 回 総 会 発 表 論 文 集 , 4 2 6 - 4 2 7 頁  a 9 7 4 年
9  打 )
4 . 陣 告 幼 児 に 対 す る 集 団 指 導 の 試 み ( 第 1 帳 ) そ の 3  一 対 人 交 渉 の 様 子 に つ い
て ー ( 共 1 司 発 表 )
小 野 寺 淑 行 . 石 郷 岡 み つ 孑 ・ 小 林 寛 子 ψ f 2 名 ) 日 本 特 殊 教 育 学 会 第 1 3 回
人 会 発 表 論 文 集 , 1 6 8 - 1 6 9 頁  a 9 7 5 年 1 0 月 )
5 . 系 列 づ け 推 理 に お け る 形 容 詞 の 役 割
小 野 寺 淑 行 Π 本 教 育 心 理 学 会 第 1 9 回 総 会 発 表 論 文 集 , 1 0 8 - 1 0 9 頁 ( 1 9 7 7 年
1 0 打 )
6 . 既 知 の 対 象 を 含 む 4 項 問 の 系 列 推 理
小 野 寺 淑 行 九 州 心 理 学 会 第 3 9 回 大 会 紀 要 , 3 9 頁 ( 1 9 7 8 年 H 月 )
フ . マ ト リ ヅ ク ス の 再 牛 . に 及 ぼ す 有 意 味 化 訓 練 の 効 果
小 野 寺 淑 行 日 木 教 育 心 理 学 会 第 2 2 回 総 会 発 表 論 文 集 , 4 4 6 - U 7 頁  a 9 8 0 年
1 0 1 1 )
8 . 幼 児 の 多 元 的 系 列 化 に 及 ぼ す 感 覚 ・ 運 動 的 手 が か り の 効 果
小 野 寺 掃 奴 打 日 本 教 育 心 理 学 会 第 2 3 回 総 会 発 表 論 文 集 , 2 2 2 - 2 2 3 頁  a 9 8 1 年
8  j l )
Ⅳ .
9 疑似分裂分をPremise とする系列推理
小野寺淑行日本教育心理学会第25回総会発表論文集,528-529頁 a983年
9 打)
系列推理と比較文の理解をめぐる若干の問題
小甥q邦艮行九州心理学会第U回人会紀要,6頁 a983年9河)
小学生の制限的乗・除法観と割合応用問題題の解決
小野寺淑行日本教育心理学会第28回総会発表論文集,858-859頁 a986年
10月)
幼児による受身文の構成と感情移入
小野寺淑行Π本発達心理学会第3回大会発表論文集,213頁 a9兜年3月)
文章題の解決に及ぼす関係表現の効果
小野寺淑行日本教育心田E学会第34回総会発表論文集,392頁(1992年10月)
印常生活における「割合」の使朋と文章題の解決
小野寺淑行日本教育心理学会第35回総会発表論文集,S-36頁 a993年10
月)
成人における割合応用問題の解決方略
小野寺淑行 U本教育心理学会第35回総会発表論文集,457頁 a993年10月)
「目標充足型」割合文章題の解決
小野寺淑行日木教育心理学会第36回総会発表論文集,348頁 a994年9月)
文字式の正・誤用と文脈の効果
小野寺淑行日本教育心理学会第39回総会発表論文架,485頁
文字式の誤用からの脱却:大学生の場合
小野寺淑行Π本教育心理学会第41回総会発表論文集,551頁(1999年8月)
文字式を使った不十分な証明一大学生はどう気づき,どう対処するのかー
小野寺淑行日不教育心理学会第42回総会発表論文集,691頁(2000年9月)
・一般性を欠く文字式による証明一大学生がそのことに自ら気づく契機は何かー
小野寺淑行日本教育心理学会第43回総会発表論文集,376頁(20田年9阿)
・一般性を欠く文字式による証明:いかにして高校生に気づかせるか
小野寺淑行日本教育心理学会第4回総会発表論文集,181頁(2002年10ナD
文字式理解進展の経路
小野寺淑行日本教育心理学会第45回総会発表論文集,516頁(2003年8月)
不十分な文字式による証明の回避・一具休物を題材にした類題からの転移効果一
小野寺淑行日本教育心理学会第47回総会発表論文集,396頁(2005年9打)
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大 学 生 の 文 字 式 使 用 に み ら れ る 誤 り 一 誤 り 指 摘 課 題 で の 反 応 と の 連 関 一
小 野 寺 淑 行 日 本 教 育 心 理 学 会 第 開 回 総 会 発 表 論 文 集 , 5 2 6 頁 ( 2 0 0 6 年 9 月 )
